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富ケ丘・日吉台地区地域教育協議会

昔遊び

◆ 1 ◆

　この事業は、平成20年度から、「地域が元気になる! 学校が元気になる!」を合言葉に、文部科学
省の「地域と学校をつなぐ取組学校支援地域本部事業」としてスタートした文部科学省・国が主導
している全国的な取り組みです。
　富谷市では、「学びのまち富谷」をスローガンに、地域全体で子どもを育てる環境づくりの取り組
みとして、中学校区ごとの公民館（6公民館）に、学校支援地域本部をつくり、小中学校の授業支
援に取り組んでおります。
　平成23年度に、国の事業が終了しましたが、「宮城県協働教育プラットフォーム事業」として、
県の補助金と市の予算で事業を継続して参りました。その後、東日本大震災による国の被災地支
援事業「学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業」として、平成24年1月から県委託
事業として取り組み、富谷市では、平成24年度から「富谷町地域・学校・家庭をつなぐ取組」と名
称を変え実行委員会を立ち上げ事業を行っております。
　地域の皆さまに支えられながら、10数年取組を行っている事業になります。

　 地 域 の 高 齢 者、 成 人、 学 生、 保 護 者、PTA、
NPO、民間団体、団体・機関等の幅広い地域住民等
の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長
を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を
目指して、地域と学校が相互にパートナーとして連
携・協働して行うさまざまな活動です。
　子どもの成長を軸とし、活動を実施していくなか
で、地域の将来を担う人材の育成を図るとともに、
地域住民のつながりを深め、自立した地域社会の基
盤構築・活性化を図る「学校を核とした地域づくり」
を推進し、地域の創生につながっていくことが期待されるものです。

（『学びと地域でつくる学びの未来』文部科学省HPより）

　地域学校協働本部とは、多くの幅広い層の地域
の皆さん、団体等が参画し、緩やかなネットワー
クを形成することにより、地域学校協働活動を推
進する体制として、平成27年の中央教育審議会の
答申で提言されたものです。市内には、5つの地域
学校協働本部を設置しており、各地域ごとに設定
された5つのテーマで取り組んでおります。
　社会教育法第5条及び第6条の規定では、教育
委員会が地域学校協働活動の機会を提供するにあ
たって、地域の皆さんと学校の連携協力体制の整
備が求められており、地域学校協働本部の整備のための支援もその取り組みの1つに位置付けら
れています。

「地域・学校・家庭をつなぐ取組」の歴史

地域学校協働活動とは

地域学校協働本部のあらまし

地域学校協働活動事業のあらまし
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　2020年からの新学習指導要領では「社会に開かれた教育課
程」実現を重視し、その理念を前文に明示しています。
　地域における多様な課題や学校の取り巻く問題の複雑化・
困難化に対して社会総がかりで対応することが求められてい
ます。そのためには、地域と学校がパートナーとして連携・
協働するための組織的・継続的な仕組みが必要不可欠です。
　これまでと違う点、それは「支援」から「連携・協働」へと
いうものです。地域が学校や子どもたちを一方向の関係か
ら、地域と学校がパートナーシップに基づき、双方向の関
係になることを指します。

「つなぐ取組」地域学校協働活動事業に期待されること

地域学校協働本部の設置

地域学校協働本部事業の目的と
期待されること
⑴ 学校教育の更なる充実
⑵ 生涯学習社会の広がり
⑶ 地域住民同士の絆を深める
⑷ ふるさとへの愛着形成

富谷地区地域学校協働本部
（事務局：富谷中央公民館）
学校：富谷小・富谷中・
　　　富谷中（西成田教室）
学区：富谷中

あけの平地区地域学校協働本部
（事務局：あけの平公民館）
学校：あけの平小・富谷第二中
学区：富谷第二中（鷹乃杜地区除く）

東向陽台地区地域学校協働本部
（事務局：東向陽台公民館）
学校：東向陽台小・明石台小・
　　　東向陽台中
学区：東向陽台中

成田地区地域学校協働本部
（事務局：成田公民館）
学校：成田小・成田東小・成田中
学区：成田中

富ケ丘・日吉台地区地域学校協働本部
（事務局：富ケ丘・日吉台公民館）
学校：富ケ丘小・日吉台小・日吉台中
学区：日吉台中

富ケ丘富ケ丘



学校支援ボランティア

地域行事への参加

学校支援について
連絡・調整

学校教育・学校行事
等の支援を依頼

ボランティアによる学校支援への参加

正月飾りづくり

図工ボランティア

◆ 3 ◆

各地域と地域学校協働本部とのつながり

【用語のチェック】
●地域学校協働本部………地域教育協議会、地域コーディネーター、学校支援ボランティアで組織する

学校の応援団と地域のコミュニティーです。各公民館が事務局を担います。
●地域教育協議会…………地域学校協働活動事業についての計画や運営等について協議します。協議会

委員は、学校の教員や地域で活動される市民の方々などで構成します。協議
会委員は、富谷市地域・学校・家庭をつなぐ実行委員会委員長より委嘱し、
任命します。

●地域コーディネーター…公民館に窓口を置き、地域と学校の連絡・調整を行います。コーディネーター
は、富谷市地域・学校・家庭をつなぐ実行委員会委員長より委嘱し、任命し
ます。

●学校支援ボランティア…学校支援活動を行うボランティアです。いつでも参加申込を受け付けていま
すので、興味のある方はお住まいの公民館へお問い合わせください。

●富谷地区地域学校協働本部
　テーマ：富谷の伝承文化を大切にしよう
●富ケ丘・日吉台地区地域学校協働本部
　テーマ：私たちが生活する環境を大切にしよう
●あけの平地区地域学校協働本部
　テーマ：ふれあいの時をもとめて
●東向陽台地区地域学校協働本部
　テーマ：本に親しもう
●成田地区地域学校協働本部
　テーマ：音楽で心を重ねよう
※テーマ以外にもさまざまな活動を地域で行っています。

地域・学校・公民館のつながり

各地域学校協働本部のテーマ

公　民　館
地域学校協働本部
（地域教育協議会等）

学　校 地　域

地域学校協働推進員
（地域コーディネーター）が
地域と学校をつなぎます

学校支援への参加の連絡や
地域情報の提供
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令和6年度における「富谷市地域・学校・家庭をつなぐ取組」

　地域や学校、公民館等の代表者により、事業の計画、評価を行い、円滑に事業を推進する。

⑴ 実行委員会メンバー
教育長、教育研究者、学校長代表、社会教育連携担当教員代表、地域代表、地域教育支援代表、家庭
教育支援代表、学校教育支援代表、公民館職員、学校教育課職員

⑵ 実行委員会の開催
【令和6年度　開催予定表】

⑵ 事業内容
富谷地区 ：しんまちめぐり、田植踊り、茶道体験、和凧作りなど
富ケ丘・日吉台地区：作品展示、公園清掃、ミシンサポート、川柳教室など
あけの平地区 ：米作り、図書館環境整備、昔遊び、ミシンサポートなど
東向陽台地区 ：集団下校見守り、読み聞かせ、図書修繕作業、図工ボランティアなど
成田地区 ：畑活動支援、箏の鑑賞と実技、市民歌と楽しい歌、戦争体験の話を聞くなど

⑶ 事業実施に当たって
①地域教育協議会の設置
　各地区の地域学校協働本部の事業計画・評価を行う地域協議会を設置する。

1. 実行委員会について

■学校支援ボランティア
　各中学校区の公民館に地域学校協働本部を設置し、学校の依頼により支援ボランティアを派遣し、地
域の教育力を学校教育へ活かす。地域学校協働本部にコーディネーターを配置し、ボランティアと学校
の調整を行う。

⑴ 地域学校協働本部

2. 学校教育支援「地域学校協働本部事業」

回 開催時期(予定） 主な内容(予定）
第1回 5月 ・委員への委嘱状交付、新年度実施計画について　等
第2回 3月 ・事業報告、事業評価　等

※その他必要に応じて開催。場合によっては、中止あるいは書面開催あり。　

地域学校協働本部名 設置公民館 支援する学校
1 富谷地区地域学校協働本部 富谷中央公民館 富谷小、富谷中、富谷中（西成田教室）

2 富ケ丘・日吉台地区
地域学校協働本部

富ケ丘公民館
日吉台公民館 富ケ丘小、日吉台小、日吉台中

3 東向陽台地区地域学校協働
本部 東向陽台公民館 東向陽台小、明石台小、東向陽台中

4 あけの平地区地域学校協働
本部 あけの平公民館 あけの平小、富谷第二中

5 成田地区地域学校協働本部 成田公民館 成田東小、成田小、成田中
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■西コミ自然ふれあい学校
　親子を対象に、西成田コミュニティセンターの立地や施設をいかした森づくりやビオトープづくり
　などの自然体験活動や交流活動を実施し、環境・科学・ふるさと・情操教育をはかる。

⑴ 事業内容（予定）

■大黒澤苑であそぼう2024【継続】
　富谷市総合計画においてSDGs（持続可能な開発目標）の推進を掲げており、17の目標のうち、目標4「す
べての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する」の中のターゲット
4.7に示されているESD（持続可能な開発のための教育）の一環とし、樹木名プレートの設置を通し、樹
木を観察することにより、自然を身近に感じ、環境保全について考えるきっかけにすることを目的に実
施する。

⑴ 事業内容
〇 期　日　5月26日（日）、6月16日（日）　各日10:00～14:00
〇 会　場　文化創造の森　大黒澤苑
〇 対　象　市内小学校の親子
〇 定　員　10組20名程度
〇 内　容　親子で大黒澤苑庭園内の樹木について、講師の指導の下観察を行う。
　　　　　 観察終了後、樹木名プレートを作成し、樹木へ設置する。

⑵ 参加対象者　市内小学生（1年～4年）とその保護者
　　　　　※冬コースのみ小学生の対象は1年生～3年生
⑶ 運　　　営　　宮城県森林インストラクター協会
　 協 力 団 体　　西成田地区コミュニティ推進協議会

3. 地域活動支援「親子自然体験活動」

　 開催日 開催時間 内　　容

1 6月22日（土）
9:30～12:00

自然体験活動と生き物観察等

2 6月30日（日）

3 8月18日（日） 10:00～14:00

4 11月２日（土）

9:30～12:005 11月10日（日）

6 11月16日（土）

7 12月頃を予定しています 凧作り・凧あげ
（協力：西成田地区コミュニティ推進協議会）
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■幼児学級
　公民館を会場に、未就学親子を対象とした遊びやダンスなどの親子でふれあう活動を実施し、親子の
愛着形成を促す。さらに、親の交流の場、相談の場として家庭教育を支援する。

⑴ 学級の内容
歌、ごっこあそび、体操、運動あそび、ダンス、発表会など

⑵ 開催場所・学級名・対象者・開催数・受講者数

■子育てサロン・お話し会
　公民館を会場に、地域のボランティアの協力のもと、未就学親子が自由に遊びながら交流を深める。
家庭教育や子育てについて気軽に話し合える場を提供し、親としての学びを深める。

【子育てサロン】
富ケ丘公民館 「どーなっつ」 毎月第３火曜日　10:30～11:00
東向陽台公民館 「うたあそびーば」 毎月第１水曜日　10:00～11:30
成田公民館 「ぐーちーぱー」 毎月１回月曜日　10:30～11:00

【お話し会】
あけの平公民館 「とみや♥こっこ会」 毎月第３木曜日　10:30～11:30
成田公民館 「おはなしぴよぴよ」 毎月１回水曜日　11:00～11:30

4. 家庭教育支援「家庭教育活動」

　 公民館 学級名 対　　　象

１ 富谷中央 わくわく学級 2・3歳児と親
1歳児と親

２ 富ケ丘 にこにこ学級 2・3歳児と親
1歳児と親

３ 東向陽台 のびのび学級 2・3歳児と親
1歳児と親

４ あけの平 すくすく学級 2・3歳児と親
1歳児と親

５ 日吉台 うきうき学級 2・3歳児と親
1歳児と親

６ 成　田 アイアイ学級 2・3歳児と親
1歳児と親

※募集人数に応じて、各公民館で調整を図っています。
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令和6年度地域学校協働活動
　「富谷市地域・学校・家庭をつなぐ取組」　研修計画・実施要領

1　開催趣旨　富谷市における「つなぐ取組」は、開始から10年ほどがたち、学校への支援ボランティア
への派遣や学校側の地域住民との交流を図りながら行う授業の良さなど地域・学校双方
でよい関係性が築かれている。今回の研修では、今一度本事業のもつ意味や重要性、こ
の事業を行うことにより地域あるいは学校現場にどういう効果がもたらされるのか学ぶ
機会とする。

2　主　　催　富谷市教育委員会生涯学習課
3　監　　修　非営利活動法人まなびのたねネットワーク
 代表理事　伊勢　みゆき　氏
4　日　　時　下表および別添のとおり
5　開催方法　会場での講義形式（場合によってはオンライン受講）
6　対　　象　地域コーディネーター、学校支援ボランティア、市地域・学校・家庭をつなぐ実行委員、

各地域教育協議会委員、学校教職員、富谷市職員
7　内　　容　別添のとおり
8　研修日程　4月～令和7年3月（年間3回程度予定）
9　研修の中止について　別に定める

5. 「つなぐ取組」研修計画・実施要項
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令和5年度の取組について（各種活動報告）

　新型コロナウイルス感染症が感染症法上の位置づけが５類へ移行されたことに伴い、活動の幅も
広がってきた。昨年度と比較して、活動数も増加傾向にあり、徐々にコロナ禍以前の活動の幅を取
り戻しつつある。
　また、実行委員会や各地域教育協議会を随時開催し、地域・学校・行政とのつながりも深められ
ている。

⑴ 実行委員会事業報告（実行委員会、学校支援活動）

1：第1回富谷市地域・学校・家庭をつなぐ実行委員会
　①日時・会場　令和5年5月23日（火）午後3時～／富谷武道館会議室
　②審議・報告　■委員長・副委員長の選出
　　　　　　　　■今年度の取組について
　　　　　　　　■（審議）地域教育協議会委員並びに地域コーディネーターの委嘱について
　　　　　　　　■アドバイザーから　東北学院大学名誉教授　水谷　修　氏
　③委員数　17名
2：第2回富谷市地域・学校・家庭をつなぐ実行委員会
　①日時・会場　令和6年3月18日（月）午後3時～／富谷武道館会議室
　②委員数　17名

⑵ 実行委員会

　本市における地域学校協働活動（「市地域・学校・家庭をつなぐ取組」）の促進のため、活動に関わ
る実行委員や地域学校協働活動推進員、ボランティア等向けの研修会を昨年度に引き続き複数回実
施した。事務局としては、「学校を核とした地域づくり」のさらなる推進のため、知識や技術の「アッ
プデート」を図りました。今後も研修メニューを変えながら、実施してまいります。

　１．協働教育力レベルアップ講座
 目標： ①参加者が、地域学校協働活動（協働教育）の必要性について知る。
  ②それぞれの思いと各地域で行われている地域学校協働活動について共有する。
  ③今後、目指す子供を育てるために、何が必要かを考える。
 講師： 特定非営利活動法人まなびのたねネットワーク
  代表理事　伊勢　みゆき　氏
 【第１回】日時：令和5年8月29日（火）午後2時～
　　　　　　　会場：富谷武道館　会議室
 【第２回】日時：令和6年1月30日（火）午後2時～
　　　　　　　会場：富谷武道館　会議室
 【第３回】日時：令和6年3月5日（火）午後2時～
　　　　　　　会場：富谷武道館　会議室

⑶ 富谷市地域・学校・家庭をつなぐ取組　研修会
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令和5年度上半期における
各地域での主な活動紹介（学校支援）

地域の方から伝承! 富谷田植踊り
富谷地区地域学校協働本部

茶道に親しもう
富谷地区地域学校協働本部

　宮城県指定無形民俗文化財である「富谷田植踊り」に
ついて座学と練習を行いました。初めの頃は慣れない
動きに苦戦した子ども達でしたが、最終日の「お披露目
会」では練習の成果を堂々と発表してくれました。

　先生から茶道の歴史や作法について教わったあと、お
茶を点てる側とお点前を受ける側に分かれ、本格的な茶
器を使ったお茶会を体験しました。お茶とお菓子を楽し
みつつ、相手を思いやることの大切さを学びました。

児童の作品展示
富ケ丘・日吉台地区地域学校協働本部

秋の味覚! 野菜植え
富ケ丘・日吉台地区地域学校協働本部

　「学校から地域への発信」を目的に、富ケ丘公民館「小
さな小さな美術館」で開催された作品展。
　4年生は「私の手」5年生の「名前デザイン」。思い思い
に描いたパワーあふれる作品は、地域の方や保護者の
方たちに元気を届けてくれました。

　コロナ禍で4年ぶりに復活したプログラム。
秋野菜（はつか大根・ラディッシュ）の種まきから育て方に
ついて、富ケ丘地区こだま会の皆さんから教わりました。
収穫を楽しみに、重たい土運びも頑張った児童たちでした。

給食配膳でサポート活動
東向陽台地区地域学校協働本部

金管バンドの指導
東向陽台地区地域学校協働本部

　より良い給食時間のため、配膳作業による給食時間
のサポートを行いました。ルールやマナーを意識して、
給食の準備ができるような声掛け等も行い、改めて給
食時間に対する認識を深めました。

　富谷吹奏楽団の方に月に1度、東向陽台小学校と明石台
小学校の金管バンドの練習を指導していただきました。小
学校の児童たちは、団員の言葉をよく聞き、練習に生かし
ているようでした。
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より良い読書環境へ図書館整備
あけの平地区地域学校協働本部

朝の読み聞かせの時間
あけの平地区地域学校協働本部

　子どもたちのより良い読書環境を維持するために、本
の修理や季節に応じた図書館内の装飾作りや飾り付けを
行っています。子どもたちは整備された環境で豊かな時
間を過ごしていました。

　月1回、水曜日の朝の読書タイムに、図書ボランティアによ
る読み聞かせを行っています。子どもたちは、物語の世界を楽
しんでいました。読み聞かせは、地域の方々とコミュニケーショ
ンをとりながら、様々な読書体験をするための支援です。

地域交流会で地域の方と触れ合う
富ケ丘・日吉台地区地域学校協働本部

ミシンサポーターと一緒に
富ケ丘・日吉台地区地域学校協働本部

　地域から趣味や特技、仕事を紹介できる先生役の方々が
来校してくださり、植物画・切り絵・川柳・歴史・天体・
三弦楽器・編み物・ペン字を教わりました。話を詳しく聞
いてチャレンジする貴重な交流会となりました。

　6年生、5年生のミシン補助をサポーターの皆さんで行い
ました。ミシン1台にサポーター1人が付いて、布をおさえ
る手の位置、返し縫のタイミング、一定のちょうどいいスピー
ドなど、その児童に合った励ましの言葉をかけていきました。

市民歌と楽しい歌をうたおう！
成田地区地域学校協働本部

浴衣の着付けをしよう
成田地区地域学校協働本部

　市民歌を覚えて歌うことをはじめ、ボランティアの方から、季節
のうた、手遊び、じゃんけんゲームなどを教えてもらうことで周囲
とコミュニケーションをとりながら歌を楽しみました。会場は終始
盛り上がり、音楽を通して心を重ねる楽しいひと時をすごしました。

　ボランティアの方に準備をして頂いた浴衣をグルー
プごとにお互いに着せ合いました。ボランティアの方
にサポートをしてもらいながら、着せあった浴衣を互
いに見せ合いました。

令和5年度上半期における
各地域での主な活動紹介（学校支援）



◆ 11 ◆

お琴を奏でてみよう
富谷地区地域学校協働本部

凧作り体験
富谷地区地域学校協働本部

　お琴の仕組みや歴史について学んだあとは、実際に
お琴を弾いて「さくらさくら」の演奏に挑戦しました。
ほとんどの児童が初めてお琴に触れたにもかかわらず、
楽譜を見ながら上手に弾けるようになりました。

　西コミ推進協議会の皆様のご指導のもと、和凧作りを行
いました。「凧は昔『イカ』と呼ばれていた」等の雑学も学び
つつ、好きなキャラクターを描いたり、自由に色を塗った
り、個性あふれる凧が出来上がりました。

公園ピカピカ大作戦!
富ケ丘・日吉台地区地域学校協働本部

職業を調べて学習しよう
富ケ丘・日吉台地区地域学校協働本部

　この地区のテーマに沿って、毎年11月に学区内4公園
の清掃活動を行っています。児童・先生・地域のボラン
ティアが一緒にごみや落ち葉を拾い集めた公園はピカピ
カ! 寒さを吹き飛ばす楽しい交流の時間になりました。

　JR東日本、大和警察署、富谷消防署の講師から、仕
事への思いや喜び、苦労などを聴き、職業や自分の将
来を考える機会とする取組です。児童たちは、講師の
先生方の話に真剣に耳を傾けているようでした。

本に親しむ会
東向陽台地区地域学校協働本部

ブックトークを楽しむ
東向陽台地区地域学校協働本部

　朗読やパネルシアターなどの様々な形で本や言葉に
親しみ、読書の楽しさを感じさせる活動を行いました。
また、ボランティアの方との触れ合いを通して、人と
のかかわりについて学ぶこともできました。

　開催時期にあわせて、生徒に本を紹介しました。生
徒たちは紹介された本や言葉に親しみながら、講師の
方の話に耳を傾けていました。生徒たちにとって読書
の楽しさを感じさせる活動となりました。

令和5年度下半期における
各地域での主な活動紹介（学校支援）



令和４年度下半期における
各地域での主な活動紹介（学校支援）
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昔遊びを楽しむ
あけの平地区地域学校協働本部

ミシンを使って作ろう
あけの平地区地域学校協働本部

　「こま」「けん玉」「めんこ」「お手玉」「あやとり」「かるた」のコー
ナーに分かれ、地域の昔遊び名人から遊び方や上手にできるコ
ツを教えてもらいながら一緒に遊び、交流を楽しみました。児
童たちも教えられたことを実践しながら技を習得していました。

　ボランティアの皆さんに、一人ひとりの児童に寄り添ったミシン
の使い方や制作のサポートをしていただき、５年生は「エプロン」、
６年生は「トートバック・ナップザック」を完成させることができま
した。完成した作品を見て児童たちから笑顔がこぼれていました。

川柳をよんでみよう
富ケ丘・日吉台地区地域学校協働本部

地域で交流会
富ケ丘・日吉台地区地域学校協働本部

　地域在住の先生から習う、日吉台小学校6年生の「川柳教室」。1回目は
川柳とは何かを学び、短冊にくり返し書きました。2回目の授業では自宅
で宿題として詠んだ句に、先生が１人ずつ講評をつけて紹介。自分の句
だけでなく、友達の良い句を聞くこともまた、勉強になる時間でした。

　日吉台小学校3年生98名が地域の方15名との交流会を行いました。
1クラス30分で児童からは手話やダンスを披露。後半はトーキングタイ
ム。児童は聞いて貰える安心感からか、話したい気持ちが膨らみ、地域
の方からも子供時代の話や、現在の趣味などを聞くことができました。

まちたんけんで魅力発見
成田地区地域学校協働本部

戦争体験のお話を聞く
成田地区地域学校協働本部

　歩道や子どもが行くお店での見守り、横断歩道等での
見守りを、協議会メンバーのボランティアである交通安
全協会の方々にお願いし活動しました。子どもたちの様
子がわかり地域の方との交流が図れました。

　戦争体験やその当時の様々な生活の様子について戦
争を体験された皆さんのお話を伺いました。戦争当時
の記憶や思いなど、普段なかなか耳にすることがない
話に児童たちは真剣に耳を傾けていました。

令和5年度下半期における
各地域での主な活動紹介（学校支援）



F A X連絡票
＜　宛　　先　＞　※送り先の□に「a」を記入してください。

□ 富谷地区地域学校協働本部（FAX 022-358-5410）
□ 富ケ丘・日吉台地区地域学校協働本部（富ケ丘 FAX 022-348-1253　日吉台 FAX 022-348-1225）
□ 東向陽台地区地域学校協働本部（FAX 022-772-8255）
□ あけの平地区地域学校協働本部（FAX 022-348-1252）
□ 成田地区地域学校協働本部（FAX 022-348-3024）

学校支援ボランティア連絡票

活　動　名 学年・組
その他

年　　　　組　　　　名
（　　　　　　　　　　　　　）

期　　　日
　　　　月　　　日（　　）
　　　　月　　　日（　　）
　　　　月　　　日（　　）

時　間
時　　　分〜　　時　　分
時　　　分〜　　時　　分
時　　　分〜　　時　　分

活動時間と
活 動 場 所

　　　　　時　　　　分〜　　　時　　　　分

活 動 内 容

（活動のねらいや内容、日程など）

依 頼 人 数

連 絡 事 項

（持ち物やお願いなど）

依頼の先生
（連絡先）

（学校名　　　　　　　　　　　）　（担当　　　　）（氏名　　　　　　　　　　　）

（ T E L　　　｜ 　　　　　　　　　F A X　　　｜ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　）

※支援本部
　　記 入 欄

令和　　年　　月　　日
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富谷市地域・学校・家庭をつなぐ取組



学校支援ボランティア事業実績数

令和5年度（令和5年4月～令和6年3月）

地　区　名 支　援　数 ボランティア数 支援を受けた児童・生徒数

1 富谷地区 18 93 1,219

2 
富ケ丘・

日吉台地区
24

8
403

106
4,474

1,478

16 297 2,996

3 あけの平地区 38 266 2,622

4 東向陽台地区 51 206 2,225

5 成田地区 45 325 1,644

合　計 176
前年度比

1,293
前年度比

12,184
前年度比

110% 128% 105%

※　登下校の街頭指導は除く

令和4年度（令和4年4月～令和5年3月)

地　区　名 支　援　数 ボランティア数（延べ） 支援を受けた児童・生徒数

1 富谷地区 15 134 1,000

2 
富ケ丘・

日吉台地区
27

8
316

203
3,387

1,288

19 113 2,099

3 あけの平地区 36 260 3,437

4 東向陽台地区 38 108 2,268

5 成田地区 44 189 1,506

合　計 160 1,007 11,598
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つなぐ取組トピックス

つなぐ取組トピックス

つなぐ取組トピックス

各地域学校協働本部　事務局問い合わせ先

富谷市地域・学校・家庭をつなぐ実行委員会事務局
（富谷市教育委員会　教育部 生涯学習課内）

Tel：022-358-5400　Fax：022-358-9159
E-mail：syogaigakusyu@tomiya-city.miyagi.jp

発行：令和6年9月

■富ケ丘・日吉台地区地域学校協働本部事務局
（富ケ丘公民館内）

電話／022-358-2538　FAX／022-348-1253
（日吉台公民館内）

電話／022-358-8293　FAX／022-348-1225

■東向陽台地区地域学校協働本部事務局
（東向陽台公民館内）

電話／022-373-8271
FAX／022-772-8255

■富谷地区地域学校協働本部事務局
（富谷中央公民館内）

電話／022-358-2036
FAX／022-358-5410

■成田地区地域学校協働本部事務局
（成田公民館内）

電話／022-348-3955
FAX／022-348-3024

■あけの平地区地域学校協働本部事務局
（あけの平公民館内）

電話／022-358-9277
FAX／022-348-1252

つなぐ取組　研修会を開催
　8月、1月、3月に富谷武道館を会場に研修
会を開催しました。講師には特定非営利活動
法人まなびのたねネットワークの代表理事で
ある伊勢みゆき氏をお迎えし、地域学校協働
活動の意義を確認し、企画をたてるなど、ス
テップアップする研修を開催しました。

市公式ホームページ・SNSで取組発信中

市公式HPFacebookInstagramX（旧Twitter） LINE


